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令和３年 第１１回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和３年１１月２６日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和３年第１１

回 栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 報告第 ２号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ６ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ７ 議案第 ２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ３号 農用地利用集積計画について 

日程第 ９ 議案第 ４号 非農地証明願について 

 

１ 出席委員 （２２名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員、  ４番 佐々木    弘 委員、 

    ５番 遊 佐  一 成 委員、  ６番 菅 原  勝 宏 委員、 

    ７番 岩 淵  敬 一 委員、  ９番 阿 部  一 信 委員、 

   １０番 曽 根  金 雄 委員、 １１番 三 浦  正 勝 委員、 

   １２番 鈴 木  和 子 委員、 １３番 芳 賀  博 秋 委員、 

   １４番 尾 形  陽一郎 委員、 １５番 髙 橋    寛 委員、 

   １６番 狩 野  善 典 委員、 １７番 佐々木  耕太郎 委員、 

   １８番 髙 橋  榮 一 委員、 １９番 岩 渕    弘 委員、 

   ２０番 三 浦    栄 委員、 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

   ２３番 吉 田  優 俊 会長職務代理者、 

   ２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

２ 欠席委員  

    ８番 米 山  嘉 彦 委員、 

   ２２番 大 場  裕 之 委員、 
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        二階堂    賢 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主 幹   高 橋    潤 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。「ご苦労様でございます。」 

 ご着席願います。 

 今月は各区において、復元モデル事業が実施されたようで、大変ご苦労様でした。

きれいに復元されたと伺っており、感謝申し上げます。 

 また、コロナ感染者の発生が落ち着いてきておりますが、冬場に感染の猛威を振る

うようですので、懇親会もほどほどにしながら油断せず、健康に留意していただけれ

ばと存じます。 

 

議長 

 それでは、ただ今から、令和 ３年 第１１回 栗原市農業委員会総会を開会いたし

ます。 

 ただいまの出席委員は、２２名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

議長 

 欠席の通告があります。 

 議席番号 ８番 米山 嘉彦 委員、議席番号２２番 大場 裕之 委員 から所要のた

め、欠席する旨の通告がございます。 

 

議長 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、事務局長のほか関係職員を出席させております。 

 

議長 

 なお、新型コロナウイルス感染症 予防対策のため、会議場の換気をしております。 

また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 
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議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 

 議事録署名委員は、会議規則第２７条の規定により、議席番号１１番 三浦 正勝 委

員、議席番号１２番 鈴木 和子 委員の両名を指名いたします。 

 

議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、 

 これにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

議長 

 日程第３、事務報告を行います。事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

 議案資料に基づき、令和３年１１月４日から令和３年１１月２６日までに実施及び

開催があった事務事業等の報告、並びに令和３年１２月２日から令和３年１２月２４

日までに予定している事務事業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告

いたします。 

 

 第１区の番号１番・２番の２案件、第２区の番号３番から１２番までの１０案件、 

第３区の番号１３番・１４番の２案件、合わせて１４案件について、事務局から報告

いたします。 
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事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ４筆 １１，７００㎡、及び、畑 ４筆  

４，３６７㎡、合計 １６，０６７㎡、 

 番号２番は、築館地区の田 ２筆 ４，２６９㎡、いずれも、売買のためによる基

盤法による賃貸借権解約の２案件、 

 第２区の番号３番は、若柳地区の田 ８筆 ７，１４４㎡、双方合意による基盤法

による賃貸借権解約の１案件、 

 番号４番は、金成地区の田 ４筆 ２，８３２、売買のためによる農地法第３条に

よる賃貸借権解約の１案件、 

 番号５番は、金成地区の田 ２筆 ２，１９７㎡、 

 番号６番は、金成地区の田 ２０筆 ２３，２８９㎡、いずれも、売買のためによ

る基盤法による賃貸借権解約の２案件、 

 番号７番は、金成地区の田 ８筆 ８，１９２㎡、双方合意による基盤法による賃

貸借権解約の１案件、 

 番号８番は、金成地区の田 １筆 ６，２７９㎡、売買のためによる基盤法による

賃貸借権解約の１案件、 

 番号９番は、志波姫地区の田 １筆 ２７１㎡、 

 番号１０番は、志波姫地区の畑 ２筆 ５８６㎡、 

 番号１１番は、志波姫地区の田 １筆 ７８３㎡、いずれも、双方合意による農地

法第３条による賃貸借権解約の３案件、 

 番号１２番は、志波姫地区の田 １筆 ３１５㎡、売買のためによる基盤法による

賃貸借権解約の１案件、 

 第３区の番号１３番は、花山地区の田 ８筆 ７，８１７㎡、及び、畑 ３筆  

２，３４３㎡、合計 １０，１６０㎡、双方合意による農地法第３条による賃貸借権

解約の１案件、 

 番号１４番は、花山地区の田 ４筆 ３，５９８㎡、双方合意による基盤法による

賃貸借権解約の１案件、 

 以上、１４案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知につい

て、報告を終わります。 

 

議長 

 日程第５、報告第２号、使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

 第３区の番号１番・２番の２案件について、事務局から報告いたします。 
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事務局 

 第３区の番号１番は、栗駒地区の田 ２筆 ３８３㎡、 

 番号２番は、栗駒地区の田 １筆 ３８２㎡、いずれも、贈与のためによる農地法

第３条による使用貸借権解約の２案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第５、報告第２号、使用貸借権の解約通知について、報告を終わりま

す。 

 

議長 

 日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題とい

たします。 

 はじめに、第１区の番号１番から５番までの５案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ４筆 １１，７００㎡、及び、畑 ４筆  

４，３６７㎡、合計 １６，０６７㎡、相手方の要望による所有権移転売買の１案件、 

 番号２番は、築館地区の田 ２筆 ６，０６２㎡、相手方の要望による賃貸借権設

定の１案件、 

 番号３番は、一迫地区の田 １９筆 ３５，３９３㎡、及び畑 ２筆 ７７６㎡、

合計 ３６，１６９㎡、経営継承のための使用貸借権設定の１案件、 

 番号４番は、瀬峰地区の畑 １筆 ２４２㎡、 

 番号５番は、瀬峰地区の畑 １筆 ３０６㎡、いずれも、経営規模拡大のための所

有権移転売買の２案件、 

なお、この２案件は市外居住者の取得になりますが、市内においてすでに農業経営

を行っている方につき詳細説明は省略。 

 以上、５案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る１１月１９日、農地利用最適化推進委員の 千葉 律雄 委員、及び 小原 

公康 委員が現地確認調査を行っておりますので、その結果の報告をお願いいたしま

す。 

 それでは、小原 公康 推進委員から報告願います。 

 

小原 公康 推進委員 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請については、去る１１月１９日の

金曜日に３名で、書類審査及び現地確認を行いました。 
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 番号１番・２番の詳細については事務局から説明があったとおりですが、相手方の

要望により労力不足のため、所有権移転売買と賃貸借権設定となっており、許可に当

たっては審査基準で特に問題がないものと判断いたしました。 

 番号３番については、親子間の経営継承、農業者年金継続受給のための使用貸借権

設定となっており、特に問題がないものと判断いたしました。 

 番号４番・５番については、相手方の要望による経営規模拡大のための所有権移転

売買の案件になっております、許可に当たっては、審査基準である全部効率利用要件

や地域調和要件を勘案しますと、特に問題がないものと判断いたしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第２区の番号６番から１３番までの８案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号６番は、若柳地区の畑 ３筆 ３，５４０㎡、相手方の要望による所

有権移転売買の１案件、 

 番号７番は、若柳地区の田 ８筆 ７，０３３㎡、 

 番号８番は、若柳地区の田 ８筆 ９，６２６㎡、いずれも、相手方の要望による

賃貸借権設定の２案件、 

 番号９番は、金成地区の田 １筆 ２２９㎡、相手方の要望による所有権移転売買

の１案件、 

 番号１０番は、金成地区の田 １１筆 １１，６９３㎡、経営規模拡大のための賃

貸借権設定の１案件、 

 番号１１番は、志波姫地区の田 １筆 ７８㎡、耕作利便向上のための所有権移転

売買の１案件、 

 番号１２番は、志波姫地区の田 １筆 ３１５㎡、経営規模拡大のための所有権移

転売買の１案件、 

 番号１３番は、志波姫地区の田 １３筆 １４，９８８㎡、及び、畑 ２筆  

１，５６８㎡、合計 １６，５５６㎡、経営継承のための使用貸借権設定の１案件、 



 7 

この案件は、市外居住者が所得する案件となっておりますが、借人は貸人の娘であ

り、現在すでに１０年以上耕作中であることから、詳細説明は省略。 

 以上、８案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る１１月２２日、議席番号１４番 尾形 陽一郎 委員、農地利用最適化推進

委員の 菅原 昌行 委員、及び 氏家 勝子 委員が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、菅原 昌行 推進委員から報告願います。 

 

菅原 昌行 推進委員 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請については、去る１１月２２日の

月曜日に４名にて、書類審査等を行いました。 

 詳細については、ただ今事務局から説明があったとおりでありますが、 

 番号６番から１０番までについては、相手方の要望や経営規模拡大のための所有権

移転売買や賃貸借権設定となっており、許可に当たっては特に問題がないものと判断

いたしました。 

 番号１１番については、耕作利便のための所有権移転売買であり、許可に当たって

は特に問題がないものと判断いたしました。 

 番号１２番については、経営規模拡大のための相手方の労力不足による所有権移転

売買となっており、許可に当たっては特に問題がないものと判断いたしました。 

 番号１３番については、親子間の経営継承であり、以前から適正に水田と畑を管理

していることから許可に当たっては特に問題がないものと判断いたしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第３区の番号１４番から２１番までの８案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

 第３区の 番号１４番は、栗駒地区の田 １筆 ３８２㎡、 

 番号１５番は、栗駒地区の田 ２筆 ３８３㎡、いずれも、経営の合理化のための

所有権移転贈与の２案件、 

 番号１６番は、栗駒地区の畑 ２筆 ６９６㎡、相手方の要望による所有権移転贈

与の１案件、市外居住者の取得になるので、詳細説明。 

 番号１７番は、鶯沢地区の畑 １筆 ４１２㎡、耕作利便のための所有権移転贈与

の１案件、 

 番号１８番は、花山地区の田 １筆 ６７５㎡、相手方の要望による所有権移転売

買の１案件、 

 番号１９番は、花山地区の田 ２筆 ２，６６７㎡、耕作利便のための賃貸借権設

定の１案件、 

 番号２０番は、花山地区の田 ２筆 ２，９０６㎡、相手方の要望による賃貸借権

設定の１案件、 

 番号２１番は、花山地区の田 ４筆 ３，５９８㎡、経営規模拡大のための賃貸借

権設定の１案件、 

 以上、８案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る１１月２２日、議席番号２３番 吉田 優俊 職務代理者、農地利用最適化

推進委員の 佐藤 東一 委員、及び 山田 善太郎 委員が現地確認調査を行っておりま

すので、その結果の報告をお願いいたします。 

 

 それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請については、去る１１月２２日の

月曜日に栗駒総合支所において４名にて、書類審査、その後現地確認を行いました。 

 番号１４番、１５番、１７番は、所有権移転贈与、経営の合理化です。 

 番号１６番は、現地を確認しますと農地の管理はきれいにされており、詳細につい

ては事務局の説明のとおりです。 

 番号１８番は、所有権移転売買、労働力不足のため相手方の要望によりです。 

 番号１９番は、相手方の要望による耕作利便のためです。借受人は高齢者ですが、

息子さんが耕作するとのことで、賃貸借権設定。 

 番号２０番・２１番は、労働力不足により、相手方の要望及び経営規模拡大のため

の賃貸借権設定となっております。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認め、これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 

 よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、 

番号１番から２１番までの２１案件は、原案のとおり許可することに決定いたしまし

た。 

 

議長 

 日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題とい

たします。 

 

 はじめに、第１区の番号１番の案件について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、所有権移転売買の案件で、瀬峰地区の畑 １筆 １７０㎡を

住宅用地として転用し、自家用駐車場を造成するものであります。 

 農地区分は、農地の広がりあり第１種農地に該当しますが、転用目的が既存の施設

の拡張であり、拡張面積が既存敷地面積の２分の１以内となっておりますので、不許

可の例外規定に該当する旨の１案件が許可要件を満たしていることを説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、小原 公康 推進委員から報告願います。 

 

小原 公康 推進委員 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、去る１１月１９日の金

曜日に、３名にて書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番の案件は、宅地入り口右側に畑がありますけれども、現在は使ってはいな

いのですが、少し低くなっておりますので、事務局から説明があったとおり土盛りと

敷砂利をして、車３台分の駐車場を造成する目的の所有権移転売買であります。 

許可にあたっては、特に問題が無いものと判断いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第２区の番号２番・３番の２案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号２番は、所有権移転売買の案件で、若柳地区の畑 １筆 ５０６㎡を

住宅用地として転用し、一般個人住宅及び駐車場を建築造成するものであります。 

 農地区分は、農地の広がりあり第１種農地に該当しますが、集落に接続して設置さ

れる一般住宅となることから、不許可の例外規定に該当する旨の１案件、 

 番号３番は、使用貸借権設定の案件で、若柳地区の田 1筆 ２，３１３㎡のうち、 

２１７．７８㎡、及び、畑 １筆 ３，２８３㎡のうち、１９４．１２㎡、合計 

４１１．９０㎡を業務用地として一時転用し、携帯電話無線基地局工事に伴う資材置

場及び作業ヤードを造成するものであります。 

 農地区分は、農地の広がりあり第１種農地に該当しますが、期間を限定しての一時

転用となることから、不許可の例外規定に該当する旨の１案件、 

 以上２案件が、許可要件を満たしていることを説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、１４番 尾形 陽一郎 委員から報告願います。 

 

１４番 尾形 陽一郎 委員 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、去る１１月２２日の月

曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号２番については、事務局から説明があったとおりですけれども、集落の中にあ

る休耕畑であり、以前に近隣が火災の被害があり、周辺の土地とともにしばらく更地

になっていたものをあらためて区画して宅地転用するものであります。 

 番号３番の案件については、携帯電話用基地局の建設工事のための一時転用の使用

貸借でありまして、いずれの案件も隣地には影響がないものと確認し、許可に当たっ

ては、特に問題がないものと判断いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 

 議案第２号について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 
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議長 

 よって、日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての、

番号１番から３番までの３案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当す

る案件がありますので、はじめに、審議を行います。 

 第１区の番号２番・３番の２案件を審議いたします。 

 議席番号１番 佐々木 栄夫 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 暫時休憩いたします。（午後２時２分）（ １番 佐々木 栄夫 委員 退席） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後２時３分） 

 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号２番は、築館地区の田 ３筆 ７，２４７㎡、所有権移転売買である

旨の１案件、 

 番号３番は、築館地区の田 ３筆 ８，７０４㎡、新規の賃貸借権設定である旨の

１案件、 

 以上、２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 

 議案第３号の番号２番・３番の２案件について、原案を可とすることに賛成の委員

は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 

 よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号２番・３番

の２案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、

議席番号１番 佐々木 栄夫 委員の入場を許可いたします。 

 

 暫時休憩いたします。（午後２時４分）（ １番 佐々木 栄夫 委員、着席） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後２時４分） 

 

 次に、第１区の番号１番並びに４番の２案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ３筆 ６，０７７㎡、 

 番号４番は、高清水地区の田 １４筆 ８，５６９㎡、いずれも、所有権移転売買

である旨の２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第２区の番号５番から１６番までの１２案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号５番は、若柳地区の畑 １筆 ４８８㎡、 

 番号６番は、若柳地区の田 ６筆 ５，３６５㎡、いずれも、所有権移転売買であ

る旨の２案件 

 番号７番は、若柳地区の田 ３筆 ４，８４７㎡、 

 番号８番は、若柳地区の田 １筆 ７，５８４㎡、 

 番号９番は、若柳地区の田 ３筆 ３，０６３㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の３案件、 

 番号１０番は、金成地区の田 ４筆 ２，８３２㎡、 

 番号１１番は、金成地区の田 ２筆 ２８２㎡、 

 番号１２番は、金成地区の田 ４筆 １７，９６３㎡、 

 番号１３番は、金成地区の田 １筆 ６，２７９㎡、いずれも、所有権移転売買で

ある旨の４案件を説明。 

 番号１４番は、金成地区の田 １筆 ５０３㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

 番号１５番は、志波姫地区の田 ５筆 ８，８７９㎡、所有権移転売買である旨の

１案件、 

 番号１６番は、志波姫地区の田 ５筆 ５，９４９㎡、新規の賃貸借権設定である

旨の１案件、 

 以上、１２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第３区の番号１７番から２１番までの５案件を審議いたします。 
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 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

事務局 

 第３区の番号１７番は、栗駒地区の田 ２７筆 ３６，０６２㎡、農地中間管理事

業による、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

 番号１８番は、鶯沢地区の田 ４筆 ６，１７０㎡、 

 番号１９番は、鶯沢地区の田 ３筆 ４，２０８㎡、 

 番号２０番は、鶯沢地区の田 １筆 ３，９６１㎡、 

 番号２１番は、鶯沢地区の田 １筆 １，６５２㎡、いずれも、新規の賃貸借権設

定である旨の４案件、 

 以上、５案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 

 議案第３号の番号１番、及び番号４番から２１番について、原案を可とすることに

賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 

 よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号１番及び、

番号４番から２１番までの１９案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 
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議長 

 日程第９、議案第４号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 

 はじめに、第１区の番号１番の案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、一迫地区の畑 ３筆 ７００㎡、願出地は、養蚕業のための

桑畑として利用しておりましたが廃業し、平成１０年頃から労力不足により荒廃して

山林化し現在に至るもので、今後、農地への復旧が困難であることから山林への地目

変更を願い出た旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、千葉 律雄 推進委員から報告願います。 

 

千葉 律雄 推進委員 

 議案第４号 非農地証明願については、去る１１月１９日の金曜日に３名で書類審

査及び現地確認を行いました。 

 議案の詳細については、ただ今事務局から説明があったとおりございます。 

 番号１番については、隣接地がすでに２０年から３０年と思われる杉林に囲まれま

して、願出地も原野化しており、農地への復元は非常に困難であると確認し、許可に

当たっては、特に問題がないものと判断しました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第２区の番号２番の案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

 第２区の番号２番は、志波姫地区の畑 １筆 ４６㎡、願出地は、先代が昭和４９

年頃に、住宅建築を行い居宅の一部として使用し現在に至るもので、今後、農地への

復旧が困難であることから、宅地への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、氏家 勝子 推進委員から報告願います。 

 

氏家 勝子 推進委員 

 議案第４号 非農地証明願について、去る１１月２２日の月曜日に４名にて、現地

を確認してまいりました。 

 番号２番の件は、願出地は、現在、大部分を占めていた建物が解体されておりまし

たが、既存の建物が２棟現存していること、それから隣地との境に竹が繁っているな

どの現状でありました。 

 農地としての復旧は困難であると確認いたしましたので、報告いたします。 

 審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声―  

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 

 議案第４号について、原案のとおり承認することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
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議長 

 挙手多数であります。 

 

 よって、日程第９、議案第４号 非農地証明願についての、番号１番・２番の２案

件は、原案のとおり、承認することに決定いたしました。 

 

議長 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 

 これで、令和３年 第１１回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

議長（会長） 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜午後 ２時１４分 閉会 ＞ 

 

 

本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名する。 
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